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第 2 章から第 5 章までにおいてはコルゲート円すいホーンにわける主要モード波 (EH ll モード波)
に重点を置き論じている。しかし，コルゲート円すいホーンを広い周波数範囲にわたって用いる場合
には種々の高次モード波に対する考察が必要となる。第 6 章においては，これらの高次モード波の伝
搬特性を明らかにすると共に，放射指向特性，変換器の特性に及ぼす影響について考察し，コルゲー
ト円すいホーンを広帯域に用いるときの設計指針を与えている。
第 7 章は結論で，本研究で得られた成果を総括して述べている。
論文の審査結果の要旨
本論文はコルゲート円形導波管形円すいホーンの特性を検討して 設計基準を明確にするとともに，
使用周波数帯の広帯域化について考案を加え，試作を行って研究した成果をまとめたものである。ま
ずコルゲート円形導波管のひれの厚み コルゲート溝のピッチの伝搬特性 電磁界分布に及ぼす影響
を解析的に深く検討して コルゲート円すいホーンを設計する基準を明確にしている。つぎに使用周
波数帯を広帯域化するために，コルゲート導波管のひれの先端周辺に導体リングを装荷するリング装荷
コルゲート円形導波管を提案し，その伝搬特性と，これをアンテナホーンに応用したリング装荷コル
ゲート円すいホーンの放射特性を解析するとともに，試作器によって放射特性が広帯域にわたって改
善されていることを示している。また円形導波管からコルゲート円すいホーンへの変換器として，ひ
れの厚みを変える方式およびリング装荷コルゲート円形導波管を用いる方式による変換器を提案し，
広帯域にわたって電圧定在波比特性が改善されることを解析的に説明するとともに試作によって実証し
ている。これらの研究成果は広帯域にわたり良好な放射特性と定在波比が要求されるアンテナに効率
よく応用されるものであり，マイクロ波工学に寄与するところ多大で、ある。よって本論文は学位論文
として{面{直あるものと言忍める。
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